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校長 大塩 正
秋晴れの中、１０月１日（土）の運動会には、大勢の保護者の皆様にご来校いただきありがとうござい

ました。子供たちのいきいきとした笑顔をたくさん見ることができました。
さて、１０月２０日（木）で前期が終了し、１０月２４日（月）から後期が始まりました。
前期終了時の本校の子供たち２８２人の「長井小９つの取組」において、賞状が授与される５つの取組

の達成状況は次のようでした。

まだ前期が終わった段階ですが、既に多くの子供たちが賞状をうれしそうにもらっていきました。今年
も１年の終わりには全員が賞状をもらえるよう、がんばって欲しいと思います。また、「４つの実践と３減運
動」の自己評価達成度も９０％以上でした。
後期始業式の中で、読書の秋にちなんで、「なぜ、読書をするのか？」という話をしました。そして「キ

リンを冷蔵庫の中に入れるには、どうしたら良いのでしょうか？」という問題を出しました。答えは、「冷
蔵庫の扉を開けて、キリンを中に入れる。」という答えなのですが、本来５ｍ位の高さのキリンが家庭用
の冷蔵庫に入るわけは、ありません。しかしキリンよりも大きな冷蔵庫を作れば、理論上は可能です。
「なぜ、読書をするのか？」の私の答えは、「楽しいから。」「自分の可能性を広げるため。」「わから

なかったことがわかるようになる。」「知らなかったことがわかる。」「自分の見方・考え方を変えてくれる。」
等があります。キリンの問題も見方・考え方を変え、発想の転換をしなくてはならないのですが、これか
らの時代を生きる子供は、より多様な考え、可能性を探ることが求められています。
また、本校卒業生で２００６年に、「ひとり日和」で芥川賞を受賞した青山七恵さんについての話もしま

した。青山さんが５、６年生の時の担任だった尾島達也先生に当時の事をお伺いする機会がありました。
今から２８年くらい前の卒業生なのに、青山さんの事を事細かく覚えていて、「挨拶がきちんとできる子。

掃除をしっかりやる子。本をたくさん読んでいた。一番図書室に通っていたんじゃないかな。お花に水を
くれたりしていた。優しくて性格が良かった。勉強もでき、国語が得意だった。卒業アルバムには林間学
校の事を書いていた。文章表現がひと味違っていた。」等の話をされていました。
最後に「今でも青山さんの本を買ったり、今度は、直木賞を取らないかな等、陰ながら応援している

んだよ。」と力強くおっしゃっていました。同じ教員として、一人一人の児童をよく見ていたであろう尾島
先生には、尊敬の念しか感じえませんでした。本校の子供たちには、素晴らしい卒業生たちに負けない
ように「一生懸命やる」「努力する」「続ける」等が大切で、人として、「明るさ」「素直さ」「真面目さ」
が大事であり、そして、「誰からも好かれ応援される人になってください。」と締めくくりました。
本校も卒業生の方が色々な作業を申し出てくださる時もあれば、差し入れ等をもってきてくださる時も

あります。その度に地域に愛されている学校だなとしみじみ感じます。
今回は一例として読書を挙げましたが、読書以外にも情報を得られる機会はたくさんあります。先日新

聞で、中高生は先生方から学ぶよりも YouTube で学ぶ事が多いというアンケート結果を見ました。必要
な情報を見極める力を養いながら、物事を多面的・多角的に見られる児童を育てていきたいと思います。
子供たちが、「長井小９つの取組」を始め、様々な事に目標を定め、達成に向けて努力できるよう教職

員一同支援していきます。
引き続き、保護者の皆様のご理解とご支援をよろしくお願いいたします。
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日 曜 行事予定

1 火 学校公開日４．５．６年．なかよし２組

２ 水 学校公開日１．２．３年．なかよし 1組

３ 木 文化の日

４ 金 ＳＣ

５ 土 授業参観 学校運営協議会 さつまいもを収穫する会

６ 日

７ 月 振替休業日（11/5 授業参観の振替）

８ 火

９ 水 木曜日課

10 木 水曜日課 嬉愛学級とのグラウンドゴルフ クラブ

11 金

12 土

13 日

14 月 県民の日

15 火

16 水 委員会

17 木 長島先生来校 登校指導⑧ ２年町たんけん さわやか調べ

18 金 ４年市内音楽会 SSW

19 土 第２回資源回収 熊谷市小学生リレーカーニバル

20 日 熊谷市小学生タグラグビー大会

21 月 一斉下校⑦ くまなび⑪

22 火 ６－２体育授業研究会

23 水 勤労感謝の日

24 木 ６年修学旅行

25 金 ６年修学旅行

26 土 ＮＣＣ コケ玉作り

27 日

28 月 くまなび⑫ 1年教室訪問

29 火 全校朝会

30 水 委員会 持久走大会 4年受動喫煙に関する講話

１（木）水曜日課 クラブ 嬉愛学級とすいとん作り
２（金）授業参観・懇談会 PTA第３回理事会
５（月）一斉下校 くまなび⑬
７（水）木曜日課 SSW
８（木）６－１社会科授業研究会
９（金）特日 教育相談

１２（月）放送集会 くまなび⑭
１３（火）５年タグラグビー大会
１４（水）特日５
１５（木）授業研究会 ５時間授業
１９（月）くまなび⑮
２０（火）～２２日（木）１～４年５時間、５、６年６時間授業
２３（金）特別日課３ 給食なし 下校 11:30

～１／９（月）冬休み
※１月は１０日（火）が最初の登校日です。

前期終業式で子供たちに紹介した話です。
１枚１ｍｍの紙を折ると２枚で２ｍｍになります。

もう１回折ると、４枚で４ｍｍになります。それを
もう１回折ると、８枚で８ｍｍになります。
「では、何回折ると、富士山の高さを超える

のでしょうか？」という問題を出しました。
富士山が日本一高い山で、３７７６ｍだと教え

たあとだったので、子供たちの多くは、選択肢
の中から２万２千回や２２万回という回数が多いも
のを選びました。
ところが正解は、（理論上は）２２回です。
最初は、薄い厚さ（高さ）でも、最後の方は、

倍、倍に増えていくので、急速に厚さ（高さ）
が増えていきます。
世の中には、努力していてもすぐに結果が出

ないものもあります。
本校で行っている９つの取組の暗唱や音読、

自主勉強や１５０周など、すぐに成績が良くなっ
たり、急に足が速くなったりすることがないかも
しれません。また、挨拶をする、時間を守る、
掃除をしっかりするなども結果がすぐにでないか
もしれません。
しかし、「継続は力なり」です。紙を折り重ね

ると厚くなっていくように、わずかなことでも続
けていれば、成果となって表れます。そして、
自分に自信がもてるようになります。
さらに一生懸命に真面目に取り組んでいると、

周りの人が応援してくれます。長井小の子供た
ちは、そんな人になって欲しいと願っています。

１年・２年 遠足

校内授業研究会

校内授業研究会 ５年 家庭科の授業

前期終業式


